
学校番号 1201 

令和３年度 福祉科 

  

教科 福祉 科目 
コミュニケーシ

ョン技術 

単位数 
2・4単位 年次 2･3 年次 

使用教科書 「コミュニケーション技術」 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・グループワークを行いコミュニケーションに関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・高齢者や障がいのある人とのコミュニケーション方法を考え、それらを活用する。 

 

２ 学習の到達目標 

コミュニケーションに関する基礎的な知識と技術を習得し、それらを活用する能力と態度を育て

る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

コミュニケーション

について関心を持ち、

グループワークに主

体的に取り組むとと

もに、実践的な態度を

身に付けている。 

 

いろいろな課題のあ

る人やその家族と適

切な人間関係を形成

するためのコミュニ

ケーションの基礎に

ついて思考を深めて

いる。基礎的な知識と

技術を基に、表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

グループワークを通

してコミュニケーシ

ョンに関する基礎的

な技術を身に付け、

コミュニケーション

に関する諸活動にそ

の技術を適切に活用

している。 

 

いろいろな課題のあ

る人やその家族との

人間関係とコミュニ

ケーションに関する

基礎的な知識を身に

付け、コミュニケー

ションの持つ意義や

役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの

参加度 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの

参加度 

定期考査等 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの 

参加度 

定期考査等 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー 

トの記述 

発表 

定期考査等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。考査は年３回実施します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



１ 介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
  

  
  

  
 

シ
ョ
ン 

 

第1

章
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
と
役
割" 

コミュニケーションの意義と役

割 

コミュニケーションの基本技術 

援助の技法とコミュニケーショ

ン  

 

○  

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:コミュニケーションについ

て感心をもち、人間関係の形成

について探求しようとしてい

る。 

・言語的・非言語的コミュニケ

ーションなど基本技術の意義

や役割について感心を持とう

としている。 

b:コミュニケーションの基礎

について思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に適切に判断

し、適切に表現している。 

・言語的・非言語的コミュニケ

ーションなど基本技術をとお

して意義や役割について思考

を深め、適切に表現している。 

c:コミュニケーションに関す

る基礎的な技術を身に付ける

とともに、様々な資料や情報を

収集し、適切に選択して活用し

ている。 

・言語的・非言語的コミュニケ

ーションなど基礎的な技法に

関する様々な資料や情報を収

集し、適切に選択し活用してい

る。 

d:人コミュニケーションに関

する基礎的な知識を身に付け、

コミュニケーションの持つ意

義や役割を理解している。 

・言語的・非言語的コミュニケ

ーションなど基礎的な知識と

技法を身に付け、コミュニケー

ションの基礎について理解し

ている。 

 

 

 

 

学習状況の観

察 

 

ノートやワーク

シートの記述 

 

グループワー

クでの参加度 

 

発表 

 

定期考査等 



１
・２ 

 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サービス利用者や家族との関

係づくり 

サービス利用者に応じたコミ

ュニケーション 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

a:サービス利用者や家族に関

するコミュニケーションの

様々な課題に関心を持ち、コミ

ュニケーションの工夫につい

て探求しようとしている。 

b:サービス利用者や家族と課

題の解決を目指し、その技術や

知識を適切に判断し、その過程

や結果を適切に表現している。 

c:サービス利用者や家族との

課題に対応する基礎的･基本的

な技法に関する資料や情報を

収集し、適切に選択して活用し

ている。 

d:サービス利用者・家族とのコ

ミュニケーションに関する基

礎的・基本的知識と技術を身に

付け、コミュニケーションの工

夫について理解している。 

学習状況の観

察 

 

ノートやワーク

シートの記述 

 

グループワー

クでの参加度 

 

発表 

 

定期考査等 



３ 介
護
に
お
け
る
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

記録 

チームによる連携 

スーパービジョンの技法 

 

○  

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:介護におけるチームのコミ

ュニケーションについて関心

を持ち、記録の重要性、情報の

共有化・会議の方法について探

求しようとしている。 

・スーパービジョンいついて関

心を持ち、探求しようとしてい

る。 

b:介護におけるチームのコミ

ュニケーションに必要な記録

の方法を理解し、情報の共有

化・会議の方法について考察し

ている。 

・スーパービジョンの必要性を

理解し、その方法について考察

している。 

c:介護におけるチームのコミ

ュニケーションに必要な記録

の重要性について理解し、情報

の共有化・会議の運営のために

適切に判断し活用している。 

d:介護における記録について

理解し、情報を共有化し会議を

運営することで、チームにおけ

るコミュニケーションが深ま

ることを理解している。 

・スーパービジョンの意義と役

割について理解している。" 

学習状況の観

察 

 

ノートやワーク

シートの記述 

 

グループワー

クでの参加度 

 

発表 

 

定期考査等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単 

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について 

○を付けている。 

 

 


